
今後の学校給食について

１ 根ヶ布調理場休止に伴う藤橋調理場への学校給食調理作業の一本化

老朽化の著しい根ヶ布調理場での学校給食調理を平成３１年度の１学期の
終了をもって休止し、夏季休業期間中に藤橋調理場の整備を行った上で、２学
期からは第二小学校を除く全ての学校給食調理を藤橋調理場で行います。

平成３０年４月 

米飯 週１．７回 

（センター調理） 

平成３１年４月 

米飯 週４回 

（業者から購入） 

増加費用 約 1,800 万円 
市から学校給食会へ補助

３ 新共同調理場の建設について

新共同調理場の建設については、複数の建設候補地のうち、市の所有で用途
地域が準工業地域であり、青梅市の中心に位置している「根ヶ布調理場跡地」
を軸に最終調整を進めています。
今後は建設用地の内部決定を行い、平成３１年度には建築手法等を含めた基

本計画を策定する予定としています。

９月７月 ８月

7/18 １学期の学校給食終了

ガス管工事

冷蔵庫等修繕

調理機器移設

新ボイラー設置工事

調理機器フード・

ダクト接続工事

点検・
試運転

9/2 ２学期の

学校給食開始

学校給食費改定予定金額

２ 市から学校給食会への補助について

青梅市の米飯給食は、これまで週１ .７回でしたが、外部から調達することで、昨年
９月から週２ .５回とし、さらに平成３１年度からは、週４回に増やすこととします。
学校給食費については、平成２１年度の改定から１０年間据え置いており、この間

の食材費の値上がりや消費税率（５％から８％）の改定がありました。

このため、献立内容の見直しや肉の使用部位の変更などの内部努力をしてまいりま

した。また、平成２９年８月には、運営審議会から学校給食費の改定の答申を得まし

たが、実施時期を保留しています。

今回、米飯給食の実施回数の増加でさらに費用負担が増えることから、激変緩和と

して、平成３１年度に限り増加する経費を市から学校給食会へ補助を行い、平成３２

年度からは、学校給食費を改定して対応する予定としています。

学年
1食あたり

の値上額

１・２ １０円
３・４ １５円
５・６ ２０円

２０円中学校

小
学
校
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